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(57)【要約】
【課題】内視鏡洗浄消毒装置から漏れる過酢酸の臭気を
少なくする。
【解決手段】装置本体３０の通気孔４０に分解フィルタ
４１を取り付ける。分解フィルタ４１は、通気孔４０か
ら排気された過酢酸の臭気成分を吸着し、かつ分解酵素
で分解して消臭する。分解フィルタ４１は、洗浄槽３１
の通気孔７４にも取り付けられており、内視鏡の洗浄、
消毒の終了後にトップカバー４９が開放されたときに、
過酢酸の臭気を低減する。分解フィルタ４１には、臭気
成分の吸着量に応じて変色して分解フィルタ４１の交換
時期を知らせる交換時期通知ラベル４７が設けられてい
る。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡が収容された洗浄槽内に過酢酸を供給して前記内視鏡を消毒する内視鏡洗浄消毒
装置において、
　前記過酢酸、または前記過酢酸の臭気成分を分解酵素によって分解する分解フィルタを
備えたことを特徴とする内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項２】
　前記洗浄槽を含む装置本体の通気孔に、前記分解フィルタを取り付けたことを特徴とす
る請求項１記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項３】
　前記分解フィルタを介して前記通気孔から前記装置本体内の空気を吸引する排気ファン
を設けたことを特徴とする請求項２記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項４】
　前記通気孔は、前記洗浄槽に設けられていることを特徴とする請求項２または３記載の
内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項５】
　前記通気孔は、前記装置本体の筐体に設けられていることを特徴とする請求項２～４い
ずれか記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項６】
　前記通気孔は、前記過酢酸を貯えている消毒液タンクに設けられていることを特徴とす
る請求項２～５いずれか記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項７】
　前記洗浄槽を含む装置本体内に、前記分解フィルタと、前記分解フィルタを介して吸気
した空気を前記装置本体内で循環させる循環ファンとを設けたことを特徴とする請求項１
記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項８】
　前記分解フィルタ及び前記循環ファンは、前記洗浄槽内に設けられていることを特徴と
する請求項７記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項９】
　前記分解フィルタ及び前記循環ファンは、前記装置本体の筐体内に設けられていること
を特徴とする請求項７記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１０】
　前記洗浄槽を備えた装置本体内に、前記分解フィルタと、前記装置本体外の空気を吸気
して前記分解フィルタに通し、前記装置本体外に排気させる吸気ファンとを設けたことを
特徴とする請求項１記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１１】
　前記過酢酸が貯えられている消毒液タンクから前記過酢酸を排出する廃液路に前記分解
フィルタを設けたことを特徴とする請求項１記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１２】
　前記分解フィルタは、前記過酢酸、または前記過酢酸の臭気成分を吸着する吸着手段を
有し、前記分解酵素は、前記吸着手段に吸着された前記過酢酸、または前記過酢酸の臭気
成分を分解することを特徴とする請求項１～１１いずれか記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１３】
　前記吸着手段の酸性度に応じて前記分解フィルタの交換時期を通知する通知手段を設け
たことを特徴とする請求項１２記載の内視鏡洗浄消毒装置。
【請求項１４】
　内視鏡が収容された洗浄槽内に過酢酸を供給して前記内視鏡を消毒する消毒工程と、
　前記過酢酸の臭気成分を分解酵素によって分解する分解フィルタに、前記過酢酸の臭気
を強制的に通して消臭する消臭工程とを備えたことを特徴とする内視鏡洗浄消毒方法。
【請求項１５】
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　前記消臭工程は、前記消毒工程の完了後から前記洗浄槽の蓋が開放されるまでの間、前
記分解フィルタを通して前記洗浄槽内の空気を排気させることを特徴とする請求項１４記
載の内視鏡洗浄消毒方法。
【請求項１６】
　前記消臭工程は、前記消毒工程の開始時から前記洗浄槽の蓋が開放されるまでの間、前
記洗浄槽内の空気を循環させて前記分解フィルタに通すことを特徴とする請求項１４記載
の内視鏡洗浄消毒方法。
【請求項１７】
　前記消臭工程は、前記消毒工程の実施中、または前記洗浄槽の蓋が開放されたときに装
置本体外の空気を吸気し、前記分解フィルタに通して排気することを特徴とする請求項１
４記載の内視鏡洗浄消毒方法。
【請求項１８】
　過酢酸、または前記過酢酸の臭気成分を吸着する吸着手段と、前記吸着手段に吸着され
た前記過酢酸、または前記過酢酸の臭気成分を分解する分解酵素とを備えたことを特徴と
する過酢酸分解フィルタ。
【請求項１９】
　前記吸着手段の酸性度に応じて表示が変化し、交換時期を通知する通知手段を設けたこ
とを特徴とする請求項１８記載の過酢酸分解フィルタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡の消毒に過酢酸を用いる内視鏡洗浄消毒装置及び方法、と内視鏡洗浄
消毒装置に使用される過酢酸分解フィルタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　生体の体腔内の検査や治療に使用される医療機器として、内視鏡が知られている。内視
鏡は、体腔内に挿入される挿入部を備えている。挿入部は、可撓性を有する棒状体であり
、体腔内を撮影する撮影部と、処置具が挿通される鉗子チャンネル等を備えている。使用
後の内視鏡は、挿入部の外表面と各チャンネル内に体液や汚物が付着している。体液や汚
物に含まれる病原菌やウイルスは、院内感染の原因となるので使用後の内視鏡は必ず洗浄
、消毒されている。
【０００３】
　内視鏡の洗浄、消毒を効率的に行うため、内視鏡洗浄消毒装置が利用されている。内視
鏡洗浄消毒装置は、使用後の内視鏡を洗浄槽に収容し、洗浄工程、消毒工程、すすぎ工程
を自動的に行う。
【０００４】
　洗浄工程は、内視鏡に水、洗剤等を噴射して外表面及びチャンネル内に付着した体液や
汚物を洗い流す。洗浄工程で使用された水は、内視鏡洗浄消毒装置の外に排出される。消
毒工程は、消毒液中に内視鏡を浸漬させ、洗浄工程で除去されなかった病原菌やウイルス
を除去し、または病原性を消失させる。消毒工程で使用された消毒液は、消毒液を貯えて
いる消毒液タンクに戻される。すすぎ工程は、洗浄工程と消毒工程の後に行われ、内視鏡
に付着した洗浄後の水、または消毒液を清浄な水ですすぐ。
【０００５】
　消毒液には、例えば、グルタールアルデヒト、オフトフタルアルデヒト、過酢酸等の高
水準消毒剤が用いられている。グルタールアルデヒトは、内視鏡洗浄消毒装置での使用実
績が最も長く、運用方法も確立されている。しかし、グルタールアルデヒトには、揮発性
が高く揮発成分が人体に有害であること、耐性菌が存在すること、消毒時間が長いこと等
の欠点がある。そのため、現在ではオフトフタルアルデヒトや過酢酸への切り換えが進ん
でいる。
【０００６】
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　過酢酸は、消毒効果が最も高く、人体への悪影響も少ないという優れた性質をもってい
る。しかし、過酢酸が有する非常に強い臭気により、内視鏡の洗浄、消毒の作業環境が悪
化するという問題がある。
【０００７】
　従来の内視鏡洗浄消毒装置は、消毒液タンクの通気孔に活性炭フィルタを取り付け、過
酢酸の臭気成分を吸着、消臭している（例えば、特許文献１、２参照）。また、内視鏡洗
浄消毒装置の周辺から過酢酸の臭気を無くすため、内視鏡洗浄消毒装置が設置された部屋
に換気設備を設けている。過酢酸の臭気は空気よりも重く、床の近くに滞留するため、床
付近の換気を行う特殊な換気設備が必要である。
【特許文献１】特開２００７－２６７９７４号公報
【特許文献２】特開平１１－１８８０８７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　過酢酸の臭気は非常に強いので、活性炭フィルタで完全に消臭することは難しい。また
、活性炭は、臭気成分を吸着する吸着力の低下が早いので、定期的に活性炭フィルタを交
換しなければならない。フィルタ交換の期限管理は非常に煩わしく、忘れてしまうことが
多い。
【０００９】
　内視鏡洗浄消毒装置から過酢酸の臭気が漏れるのは、消毒液タンクの通気孔からだけで
はない。内視鏡の消毒中に、洗浄槽に設けられた通気孔から過酢酸の臭気が漏れてしまう
。また、内視鏡の洗浄、消毒の完了後に洗浄槽のトップカバーを開放すると、洗浄槽内に
残った過酢酸の臭気が装置外に漏れてしまう。
【００１０】
　消毒液は、高濃度な原液が専用のカセットボトルに収容されて内視鏡洗浄消毒装置に供
給されている。カセットボトルと消毒液タンクとを接続する供給路や、カセットボトル内
に残った過酢酸から臭気が漏れることがある。また、消毒効果を失った消毒液を消毒液タ
ンクから排出する際にも臭気が漏れる。
【００１１】
　換気口、換気扇等の換気設備は、室内の高い位置に設置されているのが一般的である。
そのため、過酢酸の臭気に対応する特殊な換気設備は、設備費が高額になる。
【００１２】
　本発明の目的は、内視鏡洗浄消毒装置から漏れる過酢酸の臭気を少なくすることにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の内視鏡洗浄消毒装置は、過酢酸、または過酢酸の臭気成分を分解酵素によって
分解する分解フィルタを備えたものである。
【００１４】
　分解フィルタは、洗浄槽を含む装置本体の通気孔に取り付けることが好ましい。装置本
体からの予期しない臭気の漏出を防止することができる。
【００１５】
　分解フィルタを介して通気孔から装置本体内の空気を吸引する排気ファンを設けてもよ
い。装置本体内が負圧になるので、通気孔以外からの臭気の漏れを防止することができる
。
【００１６】
　分解フィルタが取り付けられる通気孔として、洗浄槽、または装置本体の筐体、あるい
は過酢酸を貯えている消毒液タンク等に設けられた通気孔等が挙げられる。洗浄槽、消毒
液タンクは、過酢酸を直接貯えるので臭気が漏れやすいが、分解フィルタにより消臭する
ことができる。
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【００１７】
　洗浄槽を含む装置本体内に、分解フィルタと、分解フィルタを介して吸気した空気を装
置本体内で循環させる循環ファンとを設けてもよい。臭気を何度も分解フィルタに通すこ
とができるので、分解フィルタの消臭能力に即効性がない場合でも、消臭効果が向上する
。分解フィルタ及び循環ファンは、洗浄槽内、または装置本体の筐体内に設けることが好
ましい。
【００１８】
　洗浄槽を備えた装置本体内に、分解フィルタと、装置本体外の空気を吸気して分解フィ
ルタに通し、装置本体外に排気させる吸気ファンとを設けてもよい。装置本体外に漏れた
臭気を積極的に消臭し、作業環境の悪化を改善することができる。
【００１９】
　過酢酸が貯えられている消毒液タンクから過酢酸を排出する廃液路に分解フィルタを設
けてもよい。これによれば、過酢酸の交換時に発生する臭気を消臭することができる。ま
た、過酢酸を分解してから排出するので、環境負荷を小さくすることができる。
【００２０】
　本発明の内視鏡洗浄消毒方法は、内視鏡が収容された洗浄槽内に過酢酸を供給して前記
内視鏡を消毒する消毒工程の後に、消臭工程を行っている。消臭工程では、過酢酸の臭気
成分を分解酵素によって分解する分解フィルタに過酢酸の臭気を強制的に通して消臭して
いる。
【００２１】
　消臭工程は、消毒工程の完了後から洗浄槽の蓋が開放されるまでの間、分解フィルタを
通して洗浄槽内の空気を排気させてもよい。あるいは、消毒工程の開始時から洗浄槽の蓋
が開放されるまでの間、洗浄槽内の空気を循環させて分解フィルタに通してもよい。これ
らによれば、洗浄槽内の臭気を少なくすることができるので、洗浄槽の蓋を開放すること
による作業環境の悪化を防止できる。
【００２２】
　別の消臭工程として、消毒工程の実施中または洗浄槽の蓋が開放されたときに外部の空
気を吸気し、分解フィルタに通して排気させてもよい。外部に漏れた臭気が積極的に消臭
されるので、作業環境を改善することができる。
【００２３】
　内視鏡洗浄消毒装置に使用される分解フィルタ、または本発明の過酢酸分解フィルタは
、過酢酸、または過酢酸の臭気成分を吸着する吸着手段と、吸着手段に吸着された過酢酸
等を分解する分解酵素とを有している。また、吸着手段の酸性度に応じて分解フィルタの
交換時期を通知する通知手段を設けてもよい。これによれば、適切なタイミングでフィル
タを交換することができるので、フィルタの性能低下による臭気の漏れを防止することが
できる。
【発明の効果】
【００２４】
　本発明の内視鏡洗浄消毒装置及び方法によれば、過酢酸、または過酢酸の臭気成分を分
解フィルタの分解酵素で分解するので、活性炭等の吸着フィルタに比べて高い消臭効果を
得ることができる。また、臭気が漏れやすい部位に分解フィルタを設けているので、効率
よく消臭することができる。更に、分解フィルタに臭気を強制的に通して消臭する消臭工
程を行うので、積極的に臭気を消臭することができる。これにより、過酢酸の臭気による
作業環境の悪化が解消される。
【００２５】
　本発明の過酢酸分解フィルタは、吸着手段と分解酵素とを備えているので、吸着手段、
あるいは分解酵素だけのフィルタに比べて高い消臭効果を得ることができる。また、吸着
手段が吸着した過酢酸等を分解酵素により分解することができる。吸着手段として活性炭
等を用いた場合、活性炭の吸着力が再生されるので、分解フィルタの交換臭気を長くする
ことができる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　図１に示す内視鏡１０は、本発明の内視鏡洗浄消毒装置によって洗浄、消毒される内視
鏡の一例である。内視鏡１０は、生体の体腔内に挿入される挿入部１１と、挿入部１１を
操作する操作部１２とを備えている。
【００２７】
　挿入部１１は、断面が円形の棒状体であり、可撓性を有している。挿入部１１の先端に
は、体腔内を照明する照明部と、体腔内を撮影する撮影部（図示せず）とが設けられてい
る。挿入部１１内には、挿入部１１の先端から一端が露呈されている送気・送水チャンネ
ル１５、及び鉗子チャンネル１６が設けられている。鉗子チャンネル１６には、吸引チャ
ンネル１７が接続されている。
【００２８】
　操作部１２には、鉗子口２０、送気・送水ボタン２１、吸引ボタン２２が設けられてい
る。鉗子口２０には、使用時に取り外される鉗子口キャップ２３が嵌合されている。送気
・送水ボタン２１及び吸引ボタン２２は、装着口１２ａ，１２ｂに着脱自在に取り付けら
れている。鉗子口キャップ２３、送気・送水ボタン２１及び吸引ボタン２２は、内視鏡１
０の洗浄時に操作部１２から取り外される。
【００２９】
　操作部１２に接続されたユニバーサルコード２５及びコネクタ部２６内には、送気・送
水チャンネル１５及び吸引チャンネル１７と、照明部及び撮影部の配線が組み込まれてい
る。コネクタ部２６には、配線を光源装置やビデオプロセッサに接続する接点部が設けら
れている。内視鏡１０の洗浄時には、接点部を隠して防水する防水キャップ２７（図３参
照）がコネクタ部２６に装着される。
【００３０】
　図２に示す内視鏡洗浄消毒装置（以下、装置と呼ぶ）２８は、箱状の装置本体３０を備
えている。装置本体３０の上面には、使用後の内視鏡１０が収容される洗浄槽３１が設け
られている。洗浄槽３１は、上部が開放された水槽であり、例えばステンレス等の耐熱性
、耐蝕性等に優れた金属板で形成されている。
【００３１】
　装置本体３０の上面手前には、操作パネル３３及び表示パネル３４が配されている。操
作パネル３３は、内視鏡１０の洗浄、消毒に関する各種設定や、洗浄及び消毒の開始また
は停止等を指示するための多数のボタンからなる。表示パネル３４には、例えば液晶ディ
スプレイ（ＬＣＤ）が用いられ、各種設定画面、各工程の残り時間、トラブル発生時の警
告メッセージ等が表示される。
【００３２】
　装置本体３０の前面には、開閉自在なボトル収納トレイ３６が設けられている。ボトル
収納トレイ３６内には、内視鏡１０の消毒に使用される消毒液として高濃度の過酢酸を供
給する専用のカセットボトルが収納されている。カセットボトルは、高濃度の過酢酸を貯
えた状態で提供され、ボトル収納トレイ３６内に収納される。収納されたカセットボトル
は、装置本体３０に内蔵された消毒液タンクに接続され、高濃度の過酢酸を消毒液タンク
内に供給する。
【００３３】
　ボトル収納トレイ３６の側方には、同様に開閉自在な薬液トレイ３８が設けられている
。薬液トレイ３８内には、洗剤タンク、アルコールタンクが収納されている。洗剤タンク
には、内視鏡１０の洗浄に使用される洗剤が貯えられている。アルコールタンクには、内
視鏡１０の洗浄、消毒後に各チャンネル内に流されるアルコールが貯えられている。
【００３４】
　装置本体３０の側面には、床近くの低い位置に通気孔４０が設けられている。通気孔４
０の外側には、分解フィルタ４１が取り付けられている。図３に示すように、通気孔４０
は、装置本体３０の筐体４２を貫通するように形成されている。過酢酸の臭気成分は、空
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気よりも重いので、装置本体３内で漏れると下方に溜まる。また、装置本体３０内には、
内蔵した電源回路や制御回路等の熱を装置本体３０の外に排出する冷却ファン４３が設け
られているので、装置本体３０内の臭気は、通気孔４０から排気される。
【００３５】
　通気孔４０から排気された過酢酸の臭気成分は、分解フィルタ４１を通過する。分解フ
ィルタ４１は、筒状の枠体４４と、この枠体４４内に層設された吸着層４５及び分解層４
６とを備えている。吸着層４５は、枠体４４の両開口部４４ａを塞ぐようにそれぞれ層設
され、分解層４６は２つの吸着層４５の間に配置されている。
【００３６】
　吸着層４５は、例えば繊維状の活性炭を蛇腹状に成形したもので、通気孔４０から排気
された過酢酸の臭気成分を吸着して消臭する。分解層４６は、例えば繊維状の活性炭４６
ａと顆粒状のカタラーゼ４６ｂの混合物からなる。カタラーゼ４６ｂは、分解フィルタ４
１を通る過酢酸の臭気成分と、吸着層４５及び活性短４６ａに吸着された過酢酸の臭気成
分を分解して消臭する。
【００３７】
　吸着層４５の表面には、交換時期通知ラベル４７が貼り付けられている。交換時期通知
ラベル４７は、分解フィルタ４１の消臭力が低下したときに変色し、分解フィルタ４１の
交換時期であることを通知する。吸着層４５は、過酢酸の臭気成分により活性炭の吸着量
が飽和したときに酸性度が高くなる。交換時期通知ラベル４７は、例えばリトマス試験紙
であり、吸着層４５の酸性度の上昇に応じて変色する。
【００３８】
　装置本体３０の上面には、洗浄槽３１を開閉するトップカバー４９が設けられている。
トップカバー４９は、例えばプラスチックで形成された矩形の箱状体であり、装置本体３
０の上面に設けられたヒンジ５０に一辺が軸支されている。トップカバー４９は、内視鏡
１０の洗浄、消毒時に閉じられる。トップカバー４９の上面は、透明なのぞき窓となって
おり、洗浄槽３１内で行われる内視鏡１０の洗浄、消毒の様子を視認することが可能であ
る。
【００３９】
　洗浄槽３１内には、内視鏡１０の洗浄、消毒に用いる液体を洗浄槽３１内に供給する供
給ポート５２が設けられている。供給ポート５２には、洗浄槽３１内に向けて屈曲された
給水ノズル５３、洗剤供給ノズル５４、消毒液供給ノズル５５が設けられている。これら
のノズル５３～５５は、洗浄槽３１内に貯えられる液体の液面よりも高い位置に配置され
ている。
【００４０】
　給水ノズル５３は、内視鏡１０の洗浄、すすぎの各工程時に洗浄槽３１内に水を供給す
る。洗剤供給ノズル５４は、洗浄工程時に洗剤タンク内に貯えられている洗剤を洗浄槽３
１内に供給する。消毒液供給ノズル５５は、消毒工程時に消毒液タンク内に貯えられてい
る消毒液を洗浄槽３１内に供給する。洗浄、すすぎ、消毒の各工程時に洗浄槽３１内に貯
えられている液体は、洗浄槽３１と給水ノズル５３とをつなぐ循環路により循環され、給
水ノズル５３から洗浄槽３１内に噴出される。
【００４１】
　図４に示すように、洗浄槽３１の内側面３１ａには、内視鏡１０の送気・送水チャンネ
ル１５、鉗子チャンネル１６及び吸引チャンネル１７内の洗浄、消毒に用いられるチャン
ネル洗浄ポート５７が設けられている。チャンネル洗浄ポート５７には、送気・送水チャ
ンネル用カプラ５８、吸引チャンネル用カプラ５９、鉗子チャンネル用カプラ６０が設け
られている。
【００４２】
　洗浄槽３１に収容された内視鏡１０は、柔軟性を有するチューブ６２～６４によって、
装着口１２ａ，１２ｂ及び鉗子口２０が各カプラ５８～６０に接続されている。各カプラ
５８～６０は、洗浄槽３１に接続された循環路に接続されている。洗浄槽３１内に貯えら
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れた液体は、循環路、各カプラ５８～６０、各チューブ６２～６４経て内視鏡１０内に供
給され、送気・送水チャンネル１５、鉗子チャンネル１６及び吸引チャンネル１７が洗浄
、消毒される。なお、各カプラ５８～６０には、各チャンネル内に圧縮エアやアルコール
を供給して乾燥させる供給路も接続されている。
【００４３】
　洗浄槽３１の内側面３１ｂには、内視鏡１０の気密試験に用いられる気密試験ポート６
６が設けられている。気密試験ポート６６には、圧縮エアを供給するチューブカプラ６６
ａが設けられている。チューブカプラ６６ａには、柔軟性を有するチューブが装着される
。チューブは、コネクタ部２６に装着された防水キャップ２７に接続される。
【００４４】
　洗浄槽３１の底面３１ｄの中央には、小物洗浄かご６９が取り付けられている。小物洗
浄かご６９は、例えば上部が開口された円形のかごであり、内視鏡１０の操作部１２から
取り外された送気・送水ボタン２１、吸引ボタン２２、鉗子口キャップ２３等の小物部品
が収容される。小物洗浄かご６９の下には、小物洗浄かご６９内に水、洗浄液、消毒液等
を噴射するかご用ノズル７０が設けられている。また、底面３１ｄの角部には、廃液口７
１が設けられている。廃液口７１は、洗浄槽３１から使用済みの水、洗浄液、消毒液を排
出する。
【００４５】
　図５に示すように、トップカバー４９は、閉じられたときに洗浄槽３１の上面３１ｅに
当接して洗浄槽３１内を密閉する防水パッキン４９ａを備えている。洗浄槽３１の内側面
３１ｃには、洗浄槽３１内に貯えられる液体、例えば消毒液７３の液面よりも高い位置に
通気孔７４が設けられている。通気孔７４の外側には、分解フィルタ７５が取り付けられ
ている。分解フィルタ７５は、分解フィルタ４１と同様に活性炭からなる吸着層と、カタ
ラーゼからなる分解層とを有し、洗浄槽３１から排気された過酢酸の臭気成分を消臭する
。詳しくは図示しないが、交換時期通知ラベルも備えている。
【００４６】
　図６に示すように、消毒液タンク７７の底面７７ａには、使用済みの消毒液７３を排出
する排出口７８が設けられている。排出口７８の下方には、消毒液タンク７７から排出さ
れた消毒液７３を装置本体３０外に排出する廃液路７９が接続されている。廃液路７９に
は、図示しない電磁弁が設けられている。消毒液タンク７７の上面７７ｂには、通気孔８
０が設けられている。通気孔８０の外側には、分解フィルタ８１が取り付けられている。
分解フィルタ８１は、分解フィルタ７５と同じものであり、消毒液タンク７７から排気さ
れた過酢酸の臭気成分を消臭する。
【００４７】
　図７に示すように、装置２８は、装置全体を統括的に制御するＣＰＵ８０と、制御プロ
グラムや各種データが記憶されたＲＯＭ８１と、ＲＯＭ８１から読み出された制御プログ
ラムの実行領域であるＲＡＭ８２とを備えている。ＣＰＵ８０には、表示パネル３４を駆
動するＬＣＤドライバ８３、装置本体３０内の供給路を開閉する複数の電磁弁を駆動する
弁ドライバ８４、各液体を供給する複数のウォータポンプを駆動するポンプドライバ８５
等が接続されている。また、ＣＰＵ８０には、洗浄槽３１内に貯えられた液体を加熱する
ヒータ８６、液体の温度を測定する温度センサ８７、液面を検出する液面センサ８８等も
接続されている。
【００４８】
　図８のフローチャートを参照して、内視鏡洗浄消毒装置２８が内視鏡１０を洗浄、消毒
する際に行われる各工程を説明する。内視鏡１０は、検査終了後すぐにシンク等で水洗い
（予備洗浄）され、付着している汚物等が乾燥して落ちにくくなる前に洗い流される。な
お、予備洗浄後すぐに内視鏡１０の洗浄を行えるように、装置２８の電源をオンしておく
ことが好ましい。
【００４９】
　内視鏡１０の操作部１２から送気・送水ボタン２１、吸引ボタン２２、鉗子口キャップ
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２３等の小物部品が取り外され、小物洗浄かご６９に収容される。操作部１２は、装着口
１２ａ，１２ｂがチャンネル洗浄ポート５７に対面するように洗浄槽３１内に収容される
。挿入部１１は、小物洗浄かご６９の外周に環状に巻かれて載置される。コネクタ部２６
は、防水キャップ２７が装着されて気密試験ポート６６の近傍に載置される。
【００５０】
　チャンネル洗浄ポート５７の送気・送水チャンネル用カプラ５８、吸引チャンネル用カ
プラ５９、鉗子チャンネル用カプラ６０には、チューブ６２～６４がそれぞれ取り付けら
れる。チューブ６２～６４は、内視鏡１０の送気・送水ボタンの装着口１２ａ、吸引ボタ
ンの装着口１２ｂ、鉗子口２０にそれぞれ接続される。内視鏡１０の洗浄槽３１への収容
後、トップカバー４９が閉じられる。操作パネル３３が操作され、内視鏡１０を洗浄する
洗浄工程が開始される。
【００５１】
　ＣＰＵ８０は、装置本体３０内の電磁弁、ウォータポンプを駆動して、給水ノズル５３
及び洗剤供給ノズル５４から所定量の水及び洗剤を洗浄槽３１内に供給させる。水と洗剤
とが混合された洗浄液は、図示しないヒータによって洗浄槽３１内で加熱される。加熱後
の洗浄液は、ウォータポンプにより循環路を循環して給水ノズル５３から噴射され、内視
鏡１０の外表面に付着している体液や汚物が洗い流される。
【００５２】
　洗浄液は、循環路からチャンネル洗浄ポート５７を経由して内視鏡１０内にも供給され
る。洗浄液により、送気・送水チャンネル１５、鉗子チャンネル１６及び吸引チャンネル
１７が洗浄される。内視鏡１０の洗浄完了後、使用済みの洗浄液は廃液口７１から廃液さ
れる。
【００５３】
　洗浄工程後、すすぎ工程が行われる。すすぎ工程では、給水ノズル５３から洗浄槽３１
内に供給された水を循環させて、内視鏡１０に付着した洗浄液が除去される。内視鏡１０
のすすぎ完了後、使用済みの水は廃液口７１から廃液される。
【００５４】
　すすぎ工程後、消毒工程が行われる。消毒液タンク７７内の消毒液７３がウォータポン
プにより吸引され、消毒液供給ノズル５５から洗浄槽３１内に所定量の消毒液７３が供給
される。消毒液７３は、図示しないヒータによって洗浄槽３１内で加熱される。
【００５５】
　消毒液７３は、循環路を循環して給水ノズル５３から噴射される。また、消毒液７３は
、循環路からチャンネル洗浄ポート５７を経由して内視鏡１０内に供給される。内視鏡１
０の外表面と、送気・送水チャンネル１５、鉗子チャンネル１６及び吸引チャンネル１７
内は、消毒液７３に浸漬される。洗浄工程で洗い流されなかった病原菌やウイルスが除去
され、または病原性が消失される。
【００５６】
　消毒完了後、消毒液７３は廃液口７１から廃液され、消毒液タンク７７に戻される。消
毒液７３は、数回の使用では消毒効果が消失しないので、消毒液タンク７７に戻されて繰
り返し使用される。
【００５７】
　消毒工程の終了後、内視鏡１０から消毒液７３を除去するすすぎ工程が再び実施される
。すすぎ工程の終了後、乾燥工程が行われる。乾燥工程は、内視鏡１０内に圧縮空気及び
アルコールを供給し、各チャンネル内を乾燥させる。乾燥工程の終了後、トップカバー４
９が開放可能となり、洗浄槽３１から内視鏡１０を取り出すことができる。
【００５８】
　過酢酸の臭気は、装置２８の使用、不使用に関わらず、通気孔８０、４０を経て装置本
体３０の外に漏れている。また、消毒工程時には、洗浄槽３１内に供給された過酢酸の臭
気が通気孔７４から装置本体３０の外に漏れてしまう。本発明では、各通気孔４０、７４
、８０から漏れた過酢酸の臭気成分が、各分解フィルタ４１、７５、８１の吸着層４５に
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より吸着され、分解層４６により分解されている。これにより、活性炭のみのフィルタを
用いた場合と比べて、装置本体３０の外に漏れる過酢酸の臭気を少なくすることができる
。
【００５９】
　また、分解層４６は、吸着層４５が吸着した過酢酸の臭気成分をも分解するので、吸着
層４５の活性炭の吸着力が再生する。分解フィルタ４１、７５、８１の寿命は、活性炭の
吸着力によって決まるので、分解フィルタ４１、７５、８１の交換周期を長くすることが
できる。
【００６０】
　分解フィルタ４１、７５、８１の交換は、交換時期通知ラベル４７の変色により知るこ
とができる。よって、フィルタ交換の期限管理をしなくても、適切な時期に分解フィルタ
４１、７５、８１を交換することができる。これにより、消臭効果が弱くなった分解フィ
ルタを使用し続けることによる作業環境の悪化を防止することができる。
【００６１】
　上記実施形態では、各通気孔４０、７４、８０から自然に排気された過酢酸の臭気を分
解フィルタ４１、７５、８１によって消臭している。しかし、装置本体３０、または洗浄
槽３１の密閉性が悪い場合、通気孔４０、７４以外の隙間から臭気が漏れることがある。
そこで、図９に示すように、分解フィルタ７５を介して洗浄槽３１内の空気を通気孔７４
から吸引する排気ファン９０を設けてもよい。排気ファン９０は、ＣＰＵ８０により制御
されるファンドライバ９１によって駆動される。
【００６２】
　排気ファン９０を用いて洗浄槽３１内の空気を吸引すると、洗浄槽３１内が負圧になる
ので、洗浄槽３１とトップカバー４９との隙間から臭気が漏れることはない。また、洗浄
槽３１内の空気は、必ず分解フィルタ７５を通って排気されるので、作業環境が悪化する
こともない。
【００６３】
　また、内視鏡１０の洗浄、消毒時に自動的に行われる消臭工程として、洗浄槽３１内の
排気を行ってもよい。図１０に示すように、内視鏡１０の消毒工程の完了後からトップカ
バー４９の開放時まで行われる消臭工程で排気ファン９０を駆動させ、すすぎ工程及び乾
燥工程と並行して洗浄槽３１内を消臭する。これによれば、トップカバー４９の開放時に
洗浄槽３１から漏れる臭気を少なくすることができる。
【００６４】
　図１１に示すように、分解フィルタ４１を介して筐体４２内の空気を通気孔４０から吸
引する排気ファン９３を設けてもよい。上記実施形態と同様に、装置本体３０内が負圧に
なるので、装置本体３０の隙間から臭気が漏れることはない。
【００６５】
　装置本体３０内、または洗浄槽３１内で過酢酸の臭気を消臭してもよい。例えば、図１
２に示すように、洗浄槽３１内に分解フィルタ９５と循環ファン９６とを内蔵する。循環
ファン９６は、分解フィルタ９５を通して洗浄槽３１内の空気を吸気するので、洗浄槽３
１内で臭気が巡回して何度も分解フィルタ９５を通る。分解フィルタ９５の消臭能力に即
効性がない場合でも、消臭効果が向上する。
【００６６】
　空気を循環させて行う消臭も消臭工程とすることができる。図１３に示すように、内視
鏡１０の消毒工程の開始からトップカバー４９の開放時まで行われる消臭工程で循環ファ
ン９６を駆動させ、消毒工程、すすぎ工程及び乾燥工程と並行して洗浄槽３１内を消臭す
る。これによれば、トップカバー４９の開放時に洗浄槽３１から漏れる臭気を少なくする
ことができる。
【００６７】
　図１４に示すように、分解フィルタ９５及び循環ファン９６を装置本体３０の筐体４２
内に設置してもよい。上記実施形態と同様に、装置本体３０内で臭気を循環させて消臭す
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ることができる。
【００６８】
　上記各実施形態は、装置本体３０内、または洗浄槽３１内の臭気を消臭しているが、装
置本体３０の外に漏れた臭気を消臭してもよい。例えば、図１５に示すように、装置本体
３０の筐体４２に吸気口９８と排気口９９を設け、それぞれに吸気ファン１００と分解フ
ィルタ１０１とを取り付ける。また、筐体４２の各部のシール性を高め、装置本体３０の
通気が吸気口９８及び排気口９９だけで行われるように構成する。
【００６９】
　吸気ファン１００を駆動させ、装置本体３０外に漏れた臭気を吸気する。装置本体３０
内は陽圧となるので、吸気された臭気は、分解フィルタ１０１を通って装置本体３０の外
に排気される。これにより、装置本体３０の外に漏れた臭気を積極的に消臭し、作業環境
を改善することができる。
【００７０】
　なお、筐体４２のシール構造が困難な場合には、吸気ファン１００及び分解フィルタ１
０１をダクト等に組み込み、装置本体３０と別ユニットにすることもできる。この場合、
上述した排気ファン９３と組み合わせて実施することで、より消臭効果が向上する。
【００７１】
　装置本体３０外に漏れた臭気の消臭は、過酢酸の臭気が漏れやすいタイミングで行うの
が好ましい。例えば、消毒工程時、トップカバー４９の開放時に行えば、洗浄槽３１から
漏れた過酢酸の臭気をすぐに消臭することができる。
【００７２】
　上述した排気、循環及び装置本体３０外の消臭は、常時行ってもよいし、タイマにより
定期的に行ってもよい。また、消毒液７３の交換時や、トップカバー４９の開放時等、臭
気が拡散しやすいときに自動的に行ってもよい。あるいは、ユーザが簡単に操作可能なス
イッチを設け、臭気が気になるときに任意のタイミングで循環消臭を行えるようにしても
よい。
【００７３】
　上記各実施形態は、過酢酸の臭気成分を分解して消臭しているが、使用済みの過酢酸の
分解に分解フィルタを用いてもよい。例えば、図１６に示すように、消毒液タンク７７の
廃液路７９に分解フィルタ１０４を取り付ける。分解フィルタ１０４は、防水性を有する
ケースに吸着層及び分解層が設けられ、液体の濾過に適した構造のものを用いる。
【００７４】
　複数回の消毒に使用されて消毒効果を失った消毒液７３は、廃液路７９により装置本体
３０の外に排出される。消毒液７３が分解フィルタ１０４を通過する際に、分解フィルタ
１０４内のカタラーゼが過酢酸に含まれる過酸化水素を水と酸素に分解する。これにより
、二次的に過酢酸が過酸化水素と酢酸とに分解される。カタラーゼにより過酢酸が分解さ
れるので、酢酸の臭気は残るものの、作業環境を悪化させる非常に強い臭気は消臭される
。
【００７５】
　カタラーゼによる分解で水、酸素、酢酸となった廃液は、廃液路７９の下流側で合流さ
れる水により希釈され、ｐＨ値が５程度まで中和されるので、そのまま廃棄することがで
きる。分解フィルタ１０４を使用することで、消毒液７３の排出による環境負荷も小さく
することができる。
【００７６】
　上記実施形態では、通常の活性炭、すなわち臭気成分等を物理吸着する活性炭を用いた
が、酸性ガスを化学吸着できる活性炭を用いてもよい。消臭に対する即効性が期待でき、
かつ物理吸着のように温湿度条件による除法が発生しない。また、蛇腹状、繊維状の活性
炭を用いたが、スポンジ状、ハニカム状等、種々の形態のものを用いることができる。
【００７７】
　分解酵素として顆粒状のカタラーゼを用いたが、活性炭にカタラーゼを担持させてもよ
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【００７８】
　装置本体３０、洗浄槽３１、消毒液タンク７７の各通気孔４０、７４、８０に分解フィ
ルタ４１、７５、８１を設けたが、いずれか１箇所、または任意の組み合わせの２箇所に
のみ設けてもよい。また、各実施形態は適宜組み合わせて実施することも可能であり、組
み合わせることで、より消臭効果を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】内視鏡の構成例を示す平面図である。
【図２】本発明の内視鏡洗浄消毒装置の外観形状を示す斜視図である。
【図３】装置本体の通気孔及び分解フィルタを示す断面図である。
【図４】洗浄槽の構成を示す平面図である。
【図５】洗浄槽の通気孔及び分解フィルタを示す断面図である。
【図６】消毒液タンクの通気孔及び分解フィルタを示す断面図である。
【図７】内視鏡洗浄消毒装置の構成を示すブロック図である。
【図８】内視鏡洗浄消毒装置の工程順序を示すフローチャートである。
【図９】洗浄槽の分解フィルタに排気ファンを設けた例を示す断面図である。
【図１０】排気ファンによる消臭工程の実施タイミングを示すフローチャートである。
【図１１】装置本体の分解フィルタに排気ファンを設けた例を示す断面図である。
【図１２】洗浄槽内に分解フィルタと循環ファンとを設けた例を示す断面図である。
【図１３】循環ファンによる消臭工程の実施タイミングを示すフローチャートである。
【図１４】装置本体内に分解フィルタと循環ファンとを設けた例を示す断面図である。
【図１５】装置本体に分解フィルタと吸気ファンとを設けた例を示す断面図である。
【図１６】消毒液タンクの廃液路に分解フィルタを設けた例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００８０】
　１０　内視鏡
　２８　内視鏡洗浄消毒装置
　３０　装置本体
　３１　洗浄槽
　４０，７４，８０　通気孔
　４１，７４，８１，９５，１０１、１０４　分解フィルタ
　４５　吸着層
　４６　分解層
　４６ａ　活性炭
　４６ｂ　カタラーゼ
　４７　交換時期通知ラベル
　４９　トップカバー
　７３　消毒液
　７７　消毒液タンク
　９０，９３　排気ファン
　９６　循環ファン
　９８　吸気孔
　９９　排気孔
　１００　吸気ファン
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